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慶応三年十月の討幕派と討幕密勅

一

　
慶
応
三
年
十
月
八
日
、
小
松
帯
刀
・
西
郷
隆
盛
・
大
久
保
利
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

の
薩
摩
藩
討
幕
派
の
指
導
者
は
、
中
山
忠
能
・
正
親
町
三
条
実
愛

・
中
御
門
経
之
の
討
幕
派
同
調
廷
臣
に
む
け
て
、
討
幕
の
宣
旨
の

降
下
を
奏
請
し
た
。
薩
摩
藩
討
幕
派
は
こ
こ
で
、
嘉
永
六
年
癸
丑

以
来
の
幕
府
の
「
失
体
」
を
列
挙
し
、
　
「
東
西
に
奔
走
し
王
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
こ

鞠
躬
」
し
た
「
憂
国
の
諸
藩
」
の
政
治
運
動
が
幕
府
の
「
邪
曲
放

　
　
　
　
　
ハ
　
り

躍
縦
横
之
政
令
」
の
ま
え
に
、
こ
と
ご
と
く
水
泡
に
帰
し
た
こ
と

を
語
る
。
　
「
抑
も
征
夷
将
軍
の
職
任
た
る
や
、
誠
心
を
披
き
公
道

を
布
き
、
擾
乱
済
世
の
恥
を
被
尽
候
て
社
、
当
然
の
事
に
候
処
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

反
て
列
藩
の
公
議
を
退
け
、
蔽
非
遂
邪
の
御
趣
意
増
長
相
成
候
」

四
侯
会
議
解
体
後
の
徳
川
慶
喜
政
権
の
状
態
は
、
　
「
益
す
、
禍
心

相
募
り
、
朝
廷
を
挙
握
し
、
暴
政
意
の
如
く
に
し
、
外
患
内
憂
｝

層
の
大
事
に
相
及
び
般
鑑
不
遠
、
：
：
：
皇
国
浮
沈
の
機
燦
然
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き

る
上
は
寸
毫
も
余
論
を
容
る
Σ
の
地
無
之
候
」
か
か
る
判
断
の
も

と
、
　
「
王
室
恢
復
の
赤
心
を
貫
徹
し
、
干
戊
を
以
て
其
罪
を
討
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ

好
兇
を
帰
撰
し
て
国
家
長
久
の
基
を
開
」
く
べ
き
武
力
討
幕
の
許

可
を
朝
廷
に
要
請
し
た
の
で
あ
る
。
討
幕
派
四
廷
臣
は
薩
長
討
幕

派
の
要
請
に
応
え
た
。
中
山
忠
能
・
正
親
町
三
条
実
愛
・
中
御
門

経
之
は
、
薩
摩
藩
主
父
子
島
津
久
光
・
忠
義
お
よ
び
長
州
藩
主
父

子
毛
利
敬
親
・
定
広
に
む
け
て
、
将
軍
徳
川
慶
喜
澄
よ
び
京
都
守

護
職
松
平
容
保
・
京
都
所
司
代
松
平
定
敬
を
追
討
す
べ
き
の
密
勅

を
手
渡
し
た
の
で
あ
る
。
門
題
は
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
討
幕
密
勅
が
、

慶
応
三
年
十
月
の
具
体
的
政
治
状
況
の
な
か
で
、
薩
長
討
幕
派
に

と
つ
て
ま
た
討
幕
派
廷
臣
に
と
つ
て
、
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
た

か
、
よ
り
設
問
風
に
い
え
ぱ
、
何
故
に
薩
長
討
幕
派
は
、
大
政
奉

還
の
行
わ
れ
る
直
前
に
、
書
式
か
ら
み
て
正
式
と
は
い
え
な
い
討

幕
密
勅
を
必
要
と
し
た
か
に
あ
る
。
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こ
う
し
た
設
問
に
は
、
次
の
よ
う
な
回
答
が
用
意
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
大
政
奉
還
が
先
行
す
れ
ば
、
武
力
討
幕
派

は
武
力
挙
兵
の
契
機
を
失
い
、
ひ
い
て
は
武
力
討
幕
派
の
勢
力
凋

落
を
ま
ね
き
か
ね
な
い
。
だ
が
武
力
討
幕
派
に
依
、
大
政
奉
還
を

中
止
さ
ぜ
う
る
方
法
も
な
く
、
ま
た
、
武
力
挙
兵
を
断
行
し
う
る

準
備
も
な
い
。
そ
う
し
た
な
か
で
な
む
武
力
討
幕
派
が
討
幕
運
動

を
推
進
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
大
政
奉
還
を
無
意
床
と
す
る
「
名
分
」

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
大
政
奉
還
直
前
に
降
下
を
み
た

討
幕
密
勅
こ
そ
、
そ
の
「
名
分
」
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
そ
の
回

答
の
要
領
で
あ
る
。

　
討
幕
密
勅
降
下
が
「
名
分
」
取
得
行
為
で
あ
る
こ
と
が
た
し
か

だ
と
し
て
も
、
こ
の
解
釈
に
問
題
な
し
と
し
な
い
。
政
治
的
リ
ア

リ
ズ
ム
に
長
け
、
し
た
が
つ
て
名
分
論
的
硬
直
性
か
ら
自
由
で
あ

つ
た
討
幕
派
が
、
一
片
の
密
勅
を
も
つ
て
大
政
奉
還
に
対
抗
し
う

る
と
考
え
た
か
ど
う
か
。
か
り
に
、
武
力
討
幕
行
動
を
正
当
化
す

る
名
分
と
し
て
討
幕
密
勅
降
下
が
工
作
さ
れ
た
の
だ
と
し
て
も
、

薩
長
討
幕
派
が
こ
の
密
勅
を
、
公
式
的
か
つ
表
面
的
に
使
用
し
な

か
っ
た
の
は
何
故
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
だ
が
い
つ
れ
に
せ

よ
、
慶
応
三
年
十
月
の
薩
長
討
幕
派
は
討
幕
の
密
勅
を
要
し
た
。

偽
勅
と
み
ら
れ
か
ね
な
い
異
様
の
勅
書
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

危
険
き
わ
ま
る
行
動
を
冒
し
て
な
を
討
幕
の
密
勅
を
要
請
し
た
の

で
あ
る
。

L
　
慶
応
三
年
十
月
八
日
付
、
討
幕
の
宣
旨
降
下
奏
請
の
趣
意
書

　
『
大
久
保
利
通
文
書
』

鉱
　
同
右
、
十
三
頁
。

3
　
同
右
、
十
六
頁
。

塩
　
同
右
、
十
六
ー
七
頁
。

臥
　
同
右
。

　
　
　
　
　
　
二

二
巻
十
七
頁
。

　
慶
応
の
初
年
に
そ
の
萌
芽
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
慶
応
二
年
の

薩
長
同
盟
に
誕
生
し
た
薩
長
討
幕
派
は
、
そ
の
誕
生
当
初
か
ら
武

力
討
幕
を
意
図
し
て
い
た
の
で
は
な
か
つ
た
。
　
「
双
方
誠
心
を
以

相
和
し
、
皇
国
之
御
為
に
砕
身
尽
力
仕
候
事
は
不
及
申
、
い
ず
れ

之
道
に
し
て
も
、
今
日
よ
り
双
方
皇
国
之
御
為
、
皇
威
相
暉
き
御

回
復
に
立
至
り
候
を
目
途
に
誠
心
を
尽
し
、
詑
度
、
尽
力
可
仕
と

　
　
　
　

の
事
」
と
の
約
定
文
を
も
つ
薩
長
同
盟
も
、
決
し
て
一
義
的
に
、

武
力
討
幕
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
　
「
橋
会
桑
等
も
如

只
今
次
第
に
而
、
勿
体
な
く
も
朝
廷
を
擁
し
奉
り
、
正
義
を
抗
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
旋
之
道
を
相
遮
り
候
と
き
は
、
終
に
及
決
戦
候
外
無
之
」
と
の

決
意
を
揚
言
し
つ
つ
も
、
薩
長
同
盟
は
あ
く
ま
で
、
第
二
次
長
州

征
伐
戦
へ
の
抗
戦
と
、
長
州
藩
の
復
権
と
を
目
的
と
す
る
攻
守
同

盟
だ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
薩
長
討
幕
派
は
、
　
「
共
和
政
治
」
も
し
く
は
「
共
和
之
大
策
」
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の
創
出
を
も
っ
て
国
家
統
合
を
達
成
し
よ
う
と
し
た
。
こ
こ
で
「
芸

和
政
治
」
と
形
容
さ
れ
る
統
治
ヴ
ィ
ジ
ヨ
。
ン
の
内
容
は
、
　
「
天
下

の
政
権
は
天
朝
へ
奉
帰
、
幕
府
は
一
大
諸
侯
に
下
り
、
諸
侯
と
共
に

朝
廷
を
補
佐
し
、
天
下
の
公
議
を
以
所
置
を
立
、
外
国
の
定
約
に
齢

ひ
て
も
、
朝
廷
の
御
処
置
に
相
成
候
て
、
万
国
普
通
の
定
約
を
以
御
扱

　
　
す
り

相
成
候
」
と
語
ら
れ
る
そ
れ
、
単
純
化
し
て
い
え
ぱ
、
大
政
奉
還
を

先
行
条
件
と
し
て
の
諸
侯
会
議
体
制
で
あ
る
。
薩
摩
藩
討
幕
派
は
ま

ず
、
第
二
次
長
州
征
伐
終
了
期
の
将
軍
不
在
状
況
に
「
共
和
政
治
」

創
出
の
契
機
を
み
よ
う
と
し
た
。
十
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
は
大
阪
城

中
に
死
去
し
、
次
期
将
軍
と
目
さ
れ
て
い
た
徳
川
慶
喜
は
宗
家
相
続

を
承
諾
し
た
も
の
の
、
将
軍
宣
下
は
固
辞
し
て
受
け
な
い
。
朝
廷
は

鍋
島
斎
正
・
島
津
久
光
・
山
内
豊
信
・
伊
達
宗
城
等
の
有
志
大
名
を

含
め
て
の
二
四
の
雄
藩
主
に
む
け
て
上
洛
令
を
下
し
て
い
る
。
か
か

る
事
実
上
の
大
政
奉
還
状
況
に
、
薩
摩
藩
討
幕
派
が
「
共
和
政
治
」

創
出
の
可
能
性
を
期
待
し
た
と
し
て
も
決
し
て
不
思
議
で
は
あ
る
ま

い
。
だ
が
薩
摩
藩
討
幕
派
の
期
待
は
、
徳
川
慶
喜
の
な
し
く
ず
し
の

将
軍
宣
下
に
よ
っ
て
水
泡
に
帰
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
つ
い
で
薩
摩
藩
討
幕
派
は
．
松
平
慶
永
・
山
内
豊
信
・
伊
達
宗
城
・

島
津
久
光
よ
り
な
る
四
侯
会
議
を
画
策
し
、
こ
こ
に
「
共
和
政
治
」

創
出
の
契
機
を
み
よ
う
と
し
た
。
西
郷
隆
盛
と
大
久
保
利
通
と
は
、

島
津
久
光
の
手
を
通
じ
て
、
大
政
奉
還
・
諸
侯
会
議
開
催
を
徳
川
慶

喜
に
勧
告
し
よ
う
と
意
欲
し
た
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
四
侯
会
議
は
、

廷
臣
人
事
と
そ
し
て
兵
庫
開
港
問
題
と
長
州
処
分
問
題
を
争
点
老

す
る
、
徳
川
慶
喜
と
四
侯
と
の
対
立
の
な
か
に
流
潰
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
に
漸
く
武
力
討
幕
計
画
を
模
索
し
つ

つ
あ
っ
た
討
幕
派
は
、
大
政
奉
還
運
動
に
接
し
た
の
で
あ
る
。

　
薩
摩
藩
討
幕
派
は
後
藤
象
二
郎
の
要
請
に
応
え
て
、
大
政
奉
還

運
動
に
賛
意
を
示
し
、
薩
土
同
盟
を
結
ん
だ
。
だ
が
そ
の
こ
と
は

決
し
て
、
薩
摩
藩
討
幕
派
の
大
政
奉
還
運
動
へ
の
全
面
同
調
を
意

味
し
な
い
。
　
「
其
策
（
大
政
奉
還
）
を
持
出
候
て
も
、
幕
府
に
採

　
　
　
　
　
ハ
き

用
無
之
は
必
然
」
数
度
の
失
敗
を
体
験
し
て
い
る
薩
摩
藩
討
幕
派

か
ら
す
れ
ば
、
大
政
奉
還
の
失
敗
は
い
わ
ば
当
然
で
あ
っ
た
。
と

い
う
よ
り
薩
摩
藩
討
幕
派
は
大
政
奉
還
運
動
の
失
敗
を
期
待
し

た
。
大
政
奉
還
運
動
は
失
敗
す
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
、
　
「
右
を
塩

　
　
　
　
　
ハ
う
　

に
幕
と
手
切
る
」
状
況
打
開
の
機
会
を
提
供
し
、
か
つ
、
土
佐
藩

の
武
力
討
幕
へ
の
同
調
を
促
進
さ
せ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
　
「
此
上

は
、
兵
力
を
以
て
模
様
を
付
替
候
は
＼
、
又
々
手
段
も
可
有
之
欺

ハ
　
り」
薩
長
討
幕
派
は
武
力
討
幕
へ
の
決
意
を
か
え
は
し
な
か
っ
た
。

　
大
政
奉
還
運
動
は
九
月
以
来
、
土
佐
藩
の
公
式
的
運
動
と
し

て
中
央
政
局
に
再
登
場
し
て
く
る
。
だ
が
、
薩
長
討
幕
派
に
と
っ

て
の
状
況
は
微
妙
に
変
容
し
て
い
た
。
大
政
奉
還
運
動
が
あ
く
ま

で
非
武
力
方
式
を
取
ろ
う
と
し
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
　
「

此
度
、
建
白
差
出
に
相
成
候
は
、
、
幕
府
よ
り
先
き
へ
手
を
出
し

　
　
ハ
　
　

候
の
勢
」
の
出
現
、
大
政
奉
還
の
成
功
の
可
能
性
が
高
ま
っ
た
こ
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と
か
ら
く
る
状
況
の
変
容
で
あ
る
。
も
は
や
、
大
政
奉
還
の
失
敗
は

期
待
で
き
な
い
。
だ
が
、
　
「
建
言
の
不
被
行
を
以
て
決
策
と
申
訳
に

無
之
、
全
体
、
従
来
の
罪
跡
顕
然
、
不
可
救
次
第
は
天
下
衆
人
所
知
、

今
股
、
列
藩
之
公
議
御
採
用
無
之
に
付
て
は
、
正
否
之
御
心
術
所
分

に
有
之
、
既
に
戊
年
以
来
、
有
志
之
諸
藩
力
を
尽
し
、
今
日
に
至
り

人
事
も
至
り
尽
し
、
此
上
、
傍
観
座
視
す
る
時
は
、
他
日
一
層
之
害

を
増
し
候
節
、
如
何
し
て
か
可
奉
救
や
、
実
に
皇
国
之
倒
る
＼
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
不
忍
、
赤
心
よ
り
不
得
止
決
策
之
趣
に
出
候
」
薩
長
討
幕
派
は
、

大
政
奉
還
運
動
に
先
行
し
て
の
武
力
討
幕
計
画
を
作
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
討
幕
計
画
は
二
つ
の
計
画
の
複
合
か
ら
な
っ
て
い
た
。
そ
の
第
一

は
、
討
幕
戦
に
む
け
て
の
兵
力
結
集
と
京
坂
地
方
へ
の
投
入
計
画
で

あ
り
、
次
に
挙
兵
討
幕
を
正
当
化
す
る
た
め
の
朝
廷
工
作
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

　
「
薩
一
手
に
て
建
策
通
、
可
及
一
挙
」
と
は
薩
摩
藩
討
幕
派
の
決

意
の
表
明
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
討
幕
挙
兵
へ
の
参
加
兵
力
が
多
い

に
し
く
は
な
い
。
薩
摩
藩
討
幕
派
は
そ
れ
を
長
州
藩
に
期
待
し
た
。

し
か
も
そ
れ
を
可
能
に
す
る
事
情
が
あ
っ
た
。
幕
府
は
長
年
の
懸
案

問
題
で
あ
る
長
州
処
分
問
題
解
決
の
た
め
に
、
長
州
藩
代
表
者
の
上

坂
を
命
じ
、
長
州
藩
は
そ
れ
に
応
じ
る
形
で
相
当
数
の
兵
力
を
い
わ

ば
合
法
的
に
上
坂
さ
ぜ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
九
月
十
九

日
、
薩
長
両
藩
澄
よ
び
安
芸
藩
を
加
え
た
武
力
討
幕
計
画
の
大
綱
は

成
っ
た
。
計
画
に
ょ
れ
ば
、
九
月
中
の
何
時
か
に
「
玉
」
を
奪
う
た

め
の
宮
中
ク
ー
デ
タ
と
大
坂
城
攻
撃
が
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　
宮
中
ク
ー
デ
タ
計
画
は
、
常
に
、
討
幕
計
画
の
一
環
を
な
し
て

い
る
。
そ
の
状
況
抱
東
力
が
低
下
し
つ
＼
あ
っ
た
と
は
い
え
、
天

皇
シ
ン
ボ
ル
は
い
ま
だ
一
定
の
有
効
性
を
も
っ
て
お
り
、
状
況
の

少
数
派
で
し
か
な
い
薩
長
討
幕
派
は
天
皇
た
る
「
玉
」
を
手
中
に
　
゜

し
、
天
皇
シ
ン
ボ
ル
を
有
効
に
操
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
文
久
三
年
八
月
十
八
日
の
ク
ー
デ
タ
と
禁
門
の
変

の
失
敗
を
体
験
し
て
い
る
だ
け
に
長
州
藩
は
、
　
「
玉
」
を
手
中
に

す
る
こ
と
に
深
い
関
心
を
示
し
た
。
　
「
禁
闘
奉
護
之
処
、
実
に
大

事
の
事
に
て
、
玉
を
被
奪
候
て
は
、
実
に
無
致
方
事
と
甚
御
思
召

候
、
奪
返
す
も
羨
は
無
之
筈
。
が
ら
、
別
て
入
念
候
様
御
頼
9
3

被
成
候
」
と
、
木
戸
孝
允
は
大
久
保
に
要
請
し
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
段
階
で
の
宮
中
ク
ー
デ
タ
計
画
は
、
必
ず
し
も
詳
ら

か
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
西
郷
隆
盛
が
「
同
志
之
堂
上
方
へ
も
当

日
に
至
り
御
内
通
仕
候
含
に
御
座
候
。
・
：
：
弊
藩
に
於
て
討
幕

は
不
仕
事
を
挙
候
己
後
、
時
宜
に
寄
り
、
討
将
軍
の
論
旨
は
可
被

差
出
欺
、
是
は
御
同
志
之
堂
上
方
よ
り
粗
御
内
意
探
索
仕
候
儀
も

　
　
（
1
1
）

有
之
候
」
と
語
り
、
あ
る
い
は
討
幕
戦
略
論
が
「
○
（
天
皇
の
意
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ね

の
義
は
、
山
崎
路
よ
り
西
之
宮
へ
脱
、
詰
り
芸
ま
で
の
事
。
」
　
と

し
て
い
る
如
く
、
宮
中
ク
ー
デ
タ
ー
は
王
朝
的
名
分
の
源
泉
た
る

「
玉
」
の
奪
取
の
み
を
、
さ
し
あ
た
り
目
的
と
し
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
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だ
が
い
つ
れ
に
ぜ
よ
、
こ
こ
で
の
武
力
討
幕
計
画
は
流
産
し
た
。

薩
摩
藩
兵
の
出
兵
が
・
大
幅
に
遅
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
薩
長
討
幕
派
は

こ
の
挙
兵
計
画
に
固
執
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
　
「
三
藩
合
従

の
説
、
既
に
天
下
に
流
布
し
、
幕
も
防
禦
の
手
段
十
分
相
調
候
に
相

違
無
之
に
付
、
最
初
の
意
表
に
出
で
、
　
一
挙
奪
玉
の
時
機
は
既
に
後

れ
候
哉
に
相
見
候
間
、
執
れ
兵
力
を
以
て
抗
す
る
外
手
段
無
之
候
半

（
1
3
）

哉
」
。
大
政
奉
還
に
先
行
し
て
の
、
状
況
の
混
迷
に
ま
ぎ
れ
て
の
挙

兵
計
画
は
と
も
か
く
も
流
産
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
レ
書
大
政
奉
還
の
成
功
は
も
は
や
時
間
の
問
題
に
属
し
て
む
り
、

挙
兵
の
言
辞
を
以
っ
て
は
も
は
や
、
大
政
奉
還
の
展
開
を
阻
止
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
武
力
討
幕
派
は
改
め
て
、
大
政
奉
還
を
前
提
条

件
と
し
た
上
で
の
武
力
討
幕
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
。
「
土
佐
建
白
之
儀
、
差
出
さ
ぜ
可
然
及
勘
考
候
」
と
大
久
保

利
通
が
判
断
し
た
の
が
九
月
二
七
日
、
そ
の
「
勘
考
」
の
内
容
が
、

薩
長
討
幕
派
の
新
た
な
る
行
動
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く

討
幕
密
勅
降
下
奉
請
が
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
ま
た
間

違
い
あ
る
ま
い
。

上
　
慶
応
二
年
一
月
二
三
日
付
、
坂
本
竜
馬
宛
木
戸
孝
充
書
翰
『
木

戸
孝
充
文
書
』
　
二
巻
、
　
一
三
八
頁
。

鉱
同
右
。

a
　
慶
応
三
年
五
月
十
二
日
2
付
、
島
津
久
光
苑
西
郷
隆
盛
・
大
久
保

　
利
通
建
白
書
『
大
西
郷
全
集
』
　
一
巻
、
八
三
六
頁
。

4。

@
「
柏
村
数
馬
日
記
」
　
慶
応
三
年
八
月
一
四
日
条
、
『
防
長

　
回
天
史
』
　
九
巻
、
三
五
〇
頁
。

5
。
同
　
右
。

＆
同
右
、
三
四
七
頁
。

弘
　
「
寺
村
左
膳
手
記
」
慶
応
三
年
九
月
二
三
日
条
、
『
維
新
日

　
乗
纂
輯
』
　
三
巻
、
四
八
四
頁
。

＆
　
『
大
久
保
利
通
日
記
』
　
慶
応
三
年
九
月
十
八
日
、
一
巻
、

　
三
九
三
頁
。

a
　
「
柏
村
数
馬
日
記
」
　
慶
応
三
年
九
月
十
八
日
条
、

　
『
防
長
回
天
史
』
　
九
巻
、
三
⊥
ハ
○
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
9
4

n
　
『
大
久
保
利
通
日
記
』
　
慶
応
三
年
九
月
十
八
日
条
、
　
一
巻

　
三
九
五
頁
。

n
　
「
柏
村
数
馬
日
記
」
　
慶
応
三
年
八
月
十
四
日
条
、
『
防
長

　
回
天
史
』
　
九
巻
、
三
四
九
－
五
〇
頁
。

鳩
　
慶
応
三
年
十
一
月
一
日
、
薩
長
合
議
書
　
同
右
、
五
二
三
頁
。

凪
　
慶
応
三
年
十
月
二
日
付
、
長
州
藩
政
府
「
議
案
」
『
防
長
回

　
天
史
』
　
九
巻
、
四
四
四
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

屈
　
『
大
久
保
利
通
日
記
』
　
慶
応
三
年
九
月
二
七
日
条
、
　
一
巻

　
四
〇
七
頁
。



三

　
明
治
維
新
が
半
ば
回
想
の
文
脈
で
語
ら
れ
う
る
よ
う
に
な
っ
た
明

治
二
四
年
、
正
親
町
三
条
実
愛
は
岡
谷
繁
実
の
質
問
に
応
え
て
、
討

幕
密
勅
降
下
の
事
情
を
語
っ
て
い
る
。
密
勅
降
下
の
工
作
は
主
と
し

て
岩
倉
具
視
が
あ
た
り
、
中
御
門
経
之
・
正
親
町
三
条
実
愛
が
援
助
、

中
山
忠
能
は
名
ば
か
り
の
参
与
で
あ
っ
た
こ
と
、
密
勅
の
文
章
は
玉

松
操
の
筆
に
な
っ
た
こ
と
、
密
勅
の
考
案
・
作
成
・
降
下
は
全
く
秘

密
裡
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
等
々
を
語
っ
た
あ
と
に
付
言
し
て
、
　
「

（
大
久
保
利
通
等
）
：
：
：
勅
書
を
賜
は
ら
て
は
方
向
の
決
し
様
な

き
と
言
ふ
申
出
故
、
賜
は
り
た
る
事
な
り
、
右
の
勅
書
に
て
薩
長
二

藩
と
も
方
向
は
決
し
た
る
な
り
ε
と
応
え
て
い
る
・
大
久
保
利
通

が
「
勅
書
を
賜
は
ら
で
は
方
向
の
決
し
様
な
き
」
云
々
と
語
っ
た

内
容
は
何
か
。
こ
こ
で
い
う
「
方
向
」
の
内
容
こ
そ
、
薩
長
討
幕

派
が
危
険
を
冒
し
て
ま
で
討
幕
の
密
勅
の
降
下
を
あ
於
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
で
あ
っ
た
。

　
も
と
よ
り
討
幕
の
密
勅
が
、
討
幕
派
の
武
力
討
幕
行
動
を
い
わ
ば

外
に
向
け
て
正
当
化
す
る
名
分
と
し
て
用
い
ら
れ
る
可
能
性
が
全
く

な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
「
一
歩
退
き
、
備
前
へ
地
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

を
占
め
、
順
逆
を
論
じ
、
備
前
以
西
合
従
之
策
」
と
の
「
中
国
諸
藩

合
従
」
の
討
幕
戦
略
さ
え
失
敗
し
、
薩
長
討
幕
派
が
壊
滅
状
況
に
陥

っ
た
な
ら
ば
、
討
幕
派
が
密
勅
を
も
っ
て
自
己
の
行
動
を
正
当
化
す

る
場
合
も
あ
り
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
事

実
に
澄
い
て
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
そ
の
可
能
性
は
必
ず
し
も
多

く
は
な
か
っ
た
。
密
勅
要
請
の
必
要
性
は
、
専
ら
内
に
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

　
ま
ず
、
薩
長
討
幕
派
の
挙
兵
討
幕
へ
の
決
断
を
、
い
わ
ば
内
面

的
に
確
信
化
さ
せ
る
役
割
へ
の
期
待
が
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
第
二

次
長
州
征
伐
戦
以
来
、
幕
府
の
権
威
と
権
力
の
低
下
は
覆
う
べ
く

も
な
く
、
討
幕
派
の
目
か
ら
み
れ
ば
幕
府
の
「
失
体
」
　
「
驕
傲
暴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き

す
　戻
」
も
徳
川
慶
喜
の
「
議
詐
権
謀
」
も
ま
た
覆
う
べ
く
も
な
い
。

と
は
い
い
な
が
ら
、
武
力
討
幕
に
踏
み
切
る
に
は
、
状
況
へ
の
合
理

的
判
断
を
超
え
た
い
わ
ば
非
合
理
的
決
断
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

討
幕
派
は
そ
れ
を
、
ま
ず
、
大
政
奉
還
運
動
に
期
待
し
た
。
大
政

奉
還
運
動
は
失
敗
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
討
幕
派
の
内
面
に
お
い

て
も
ま
た
「
右
を
塩
に
幕
と
手
切
る
」
契
機
を
提
供
す
る
と
予
測

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
慶
応
三
年
十
月
初
旬
の
現
在
、
幕
府

が
大
政
奉
還
を
行
う
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
も
は
や
時
間
の
問
題
で

あ
っ
た
。
討
幕
派
が
、
か
つ
て
は
大
政
奉
還
運
動
の
失
敗
に
か
け

た
同
じ
期
待
を
、
討
幕
密
勅
の
降
下
に
求
め
た
と
し
て
も
、
決
し

て
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。

　
次
に
討
幕
派
廷
臣
の
動
揺
の
防
止
へ
の
期
待
が
あ
っ
た
。
密
勅

降
下
に
参
画
し
た
、
中
山
・
正
親
町
三
条
・
中
御
門
澄
よ
び
岩
倉

の
四
廷
臣
は
、
た
し
か
に
、
朝
廷
内
討
幕
派
を
構
成
し
て
い
る
。

95
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だ
が
同
じ
く
「
天
下
泰
平
、
万
民
鼓
腹
、
王
化
可
葺
渥
と
の
「
王

政
復
古
」
創
出
を
意
欲
し
た
と
は
い
い
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
は
必
ず

し
も
、
薩
長
討
幕
派
へ
の
全
面
同
調
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

薩
長
討
幕
派
と
は
異
る
政
治
的
場
に
あ
る
廷
臣
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、

行
動
の
す
べ
て
を
挙
兵
討
幕
に
か
け
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
自
ず
と

別
の
政
治
行
動
が
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
一
旦
は
討
幕
密
勅

を
画
策
し
た
討
幕
派
廷
臣
は
、
大
政
奉
還
に
「
徳
川
氏
之
悔
催
齢
を

み
、
挙
兵
討
幕
計
画
の
中
止
を
、
薩
長
計
幕
派
に
命
じ
た
の
で
あ
っ

た
。
討
幕
派
廷
臣
か
ら
す
れ
ば
自
律
的
な
行
為
で
あ
る
に
は
違
い
な

い
に
せ
よ
、
薩
長
討
幕
派
か
ら
す
れ
ば
、
か
か
る
討
幕
派
廷
臣
の
行

動
変
化
は
決
し
て
望
ま
し
く
は
な
い
。
討
幕
密
勅
降
下
は
、
討
幕
派

廷
臣
の
行
動
変
容
の
幅
を
狭
め
う
る
。
討
幕
密
勅
降
下
が
、
全
く
の

秘
密
裡
に
行
な
わ
れ
た
だ
け
に
、
そ
こ
に
は
四
廷
臣
と
薩
長
討
幕
派

と
の
め
わ
ぱ
共
同
謀
議
が
成
り
立
ち
、
そ
の
共
同
性
は
討
幕
派
廷
臣

の
行
動
を
拘
束
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
密
勅
の
内
容
が
内
容
で
あ
る

だ
け
に
、
ま
た
「
勅
書
を
渡
す
節
は
、
実
に
心
配
せ
り
、
中
御
門
と

も
、
此
事
漏
洩
せ
は
、
頭
を
切
ら
る
へ
し
と
云
て
咄
し
居
り
し
事
な

（
7
）

り
」
と
の
恐
怖
を
伴
っ
て
い
れ
ば
よ
け
い
に
、
廷
臣
へ
の
拘
束
力
は

強
化
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
廷
臣
へ
の
拘
束
力
と
い
う
限
り
に
お
い

て
は
、
共
同
謀
議
の
意
識
が
存
在
す
れ
ば
よ
く
、
密
勅
の
形
式
が
異

常
で
あ
ろ
う
と
も
、
密
勅
中
止
が
命
じ
ら
れ
よ
う
と
も
、
少
し
も
構

う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
最
後
に
、
そ
し
て
最
も
重
要
な
期
待
は
、
薩
長
両
藩
内
に
お
け

る
討
幕
派
の
指
導
力
の
確
保
、
及
び
、
全
藩
を
武
力
討
幕
へ
水
路

づ
け
る
役
割
に
あ
っ
た
。

　
薩
長
討
幕
派
の
藩
内
に
お
け
る
指
導
力
は
、
た
し
か
に
高
い
。

形
式
的
に
は
あ
く
ま
で
、
小
松
帯
刀
・
西
郷
隆
盛
と
木
戸
孝
充
と

の
個
人
的
提
携
で
し
か
な
い
薩
長
同
盟
六
ケ
条
を
美
事
に
実
施
さ

せ
た
こ
と
と
い
い
、
第
二
次
長
州
征
伐
戦
を
乱
れ
な
く
指
導
し
き

っ
た
こ
と
と
い
い
、
四
侯
会
議
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
と
い
い
、
み

な
討
幕
派
の
指
導
力
の
高
さ
を
挙
証
し
て
余
す
と
こ
ろ
は
な
い
。

だ
が
武
力
討
幕
と
い
う
危
険
き
わ
ま
る
行
動
に
踏
み
き
る
に
あ
た

っ
て
、
討
幕
派
の
指
導
力
が
そ
れ
に
耐
え
う
る
か
ど
う
か
、
問
題

の
｝
斑
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
「
長
州
京
都
を
退
遂
せ
ら
れ
、
　
一
藩
孤
立
す
る
己
に
五
年
、
此

間
国
難
に
処
し
内
外
鋒
刃
に
発
れ
、
或
は
姦
夫
の
手
に
死
し
、
道

極
て
自
尽
す
る
も
の
あ
り
其
類
指
を
屈
す
る
逞
あ
ら
す
、
我
公
（

毛
利
敬
親
）
固
よ
り
前
後
一
の
如
く
毫
も
違
ふ
無
し
と
難
も
、
今

日
四
境
の
敵
を
一
掃
し
、
一
藩
の
人
々
自
ら
務
て
拠
守
を
欲
し
進

戦
を
好
ま
す
、
藩
論
甚
難
き
も
の
有
％
“
と
は
木
戸
孝
充
の
回
想

で
あ
る
。
幕
長
交
戦
を
含
め
て
、
幕
府
と
の
間
に
も
っ
と
も
鋭
角

的
な
対
立
と
抗
争
を
つ
づ
け
て
き
た
長
州
藩
に
し
て
な
於
、
武
力

討
幕
へ
の
決
断
を
ま
え
に
躊
躇
と
逡
巡
を
重
ね
る
ば
か
り
か
、
か
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え
っ
て
挙
兵
を
厭
う
空
気
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
薩
摩
藩
の
藩
内
状

況
は
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
防
長
ニ
ケ
国
に
屈
抑
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
長
州
藩
と
は
異
り
、
並
び
な
い
第
一
の
雄
藩
と
し
て

中
央
政
局
に
巨
大
な
勢
力
を
扶
植
し
て
い
る
薩
摩
藩
に
、
武
力
討
幕

方
針
、
し
た
が
っ
て
討
幕
派
の
藩
政
指
導
に
反
対
す
る
勢
力
が
あ
っ

た
と
し
て
も
決
し
て
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。
た
と
え
ば
道
島
某
は

関
山
糺
の
諫
争
の
模
様
を
、
そ
の
日
記
に
こ
う
記
し
て
い
る
。
　
「
仮

令
、
何
様
之
訳
に
而
、
長
州
へ
義
理
立
被
成
候
共
、
忠
久
公
以
来
七

百
余
年
の
目
出
度
国
家
（
薩
摩
藩
）
と
は
相
替
ら
れ
ま
じ
く
、
何
様

之
思
召
に
而
候
や
、
も
し
此
事
不
宜
と
の
思
召
に
候
は
ば
、
御
手
討

に
も
可
被
成
巳
『
極
諫
被
致
候
処
、
此
道
理
に
は
一
言
も
無
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

終
に
正
論
の
方
に
相
片
候
よ
し
。
」
と
。
そ
し
て
事
実
、
薩
藩
主
父

子
は
次
の
よ
う
な
布
告
を
も
っ
て
、
藩
内
の
動
揺
を
慰
撫
ぜ
ざ
る
を

え
な
い
状
況
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
我
等
趣
意
、
勿

体
な
く
も
、
於
京
師
、
無
名
之
干
爽
を
以
、
討
幕
之
挙
動
相
催
候
儀

と
心
得
違
、
議
論
区
々
末
々
に
至
て
は
有
之
哉
に
候
。
甚
以
意
外
千

万
之
至
候
。
今
度
、
又
々
出
兵
相
達
候
者
、
長
州
末
家
之
者
、
浪
華

迄
御
召
呼
被
仰
出
候
付
、
如
何
様
変
動
相
生
し
候
も
難
計
候
間
、
禁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

闘
為
御
警
衛
、
右
式
に
相
及
候
次
第
に
候
。
」
そ
の
限
り
で
は
「
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

般
、
薩
藩
之
形
勢
動
揺
も
有
之
哉
」
と
の
長
州
藩
の
「
洞
察
」
も
、

あ
な
が
ち
誤
り
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
大
政
奉
還
運
動

は
時
代
状
況
の
主
流
を
な
し
つ
つ
あ
る
。
討
幕
派
へ
の
反
対
派
が
、

大
政
事
還
運
動
に
同
調
す
る
行
為
を
つ
う
じ
て
、
討
幕
派
に
対
抗

し
、
そ
の
指
導
性
を
剥
奪
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
、
ま
た
自
然
で

あ
っ
た
。
大
政
奉
還
後
の
京
都
中
央
政
局
で
薩
摩
藩
を
代
表
し
へ

後
藤
象
二
郎
・
福
岡
孝
悌
・
辻
将
曹
ら
土
佐
藩
・
安
芸
藩
大
政
奉

還
派
に
同
調
し
て
大
政
奉
還
運
動
を
担
わ
ん
と
し
た
の
は
、
先
の

関
山
糺
で
あ
っ
た
。

　
か
か
る
藩
内
状
況
を
か
か
え
た
ま
ま
、
討
幕
戦
争
に
突
入
す
る

こ
と
は
危
険
き
わ
ま
り
な
い
。
状
況
の
い
か
ん
に
よ
れ
ば
、
薩
長

討
幕
派
は
藩
か
ら
浮
き
あ
が
っ
た
ま
ま
、
孤
立
し
た
討
幕
挙
兵
を

強
い
ら
れ
る
と
い
っ
た
事
態
さ
え
な
し
と
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
討
幕
派
は
、
藩
を
、
急
ぎ
武
力
討
幕
に
方
向
づ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
藩
主
を
説
得
す
る
に
し
く
は
な

く
、
藩
主
を
説
得
す
る
に
朝
廷
の
「
名
分
」
が
使
用
さ
れ
た
と
し

て
も
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
の
「
名
分
」
が
討
幕

の
密
勅
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
充
分
に
予
測
し
う
る
の
で
あ
る
。

事
実
、
討
幕
の
密
勅
を
手
に
し
、
　
「
君
公
御
父
子
様
の
思
召
も
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　

窺
ひ
、
其
筋
を
以
て
、
何
分
、
可
致
示
談
」
く
、
小
松
帯
刀
・
西

郷
隆
盛
・
大
久
保
利
通
が
帰
国
し
て
幾
許
も
な
く
、
島
津
忠
義
は

兵
を
率
い
て
上
洛
の
途
に
つ
い
た
。
そ
の
途
次
、
長
州
藩
港
で
あ

る
三
田
尻
に
寄
っ
た
島
津
忠
義
の
「
兼
て
定
置
候
通
り
、
勅
謎

　
　
　
　
ヨ

を
奉
載
し
」
云
々
の
文
章
が
、
討
幕
密
勅
を
頭
に
語
い
て
の
文
章

で
あ
る
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
あ
る
ま
い
。

97



慶応三年十月の討幕派と討幕密勅

　
討
幕
密
勅
は
、
外
に
む
け
て
公
表
さ
る
べ
き
性
格
の
勅
謎
で
は

な
く
し
て
、
い
わ
ば
対
内
消
費
用
の
勅
誕
で
あ
っ
た
。
討
幕
派
と

討
幕
派
廷
臣
と
薩
長
両
藩
主
の
三
者
を
、
い
わ
ば
罪
を
共
有
す
る

こ
と
を
通
じ
て
武
力
討
幕
に
決
断
さ
せ
る
こ
と
が
、
討
幕
密
勅
に

期
待
さ
れ
た
役
割
で
あ
っ
た
。
そ
の
限
り
で
は
、
討
幕
密
勅
は
異

様
の
書
式
の
勅
書
で
も
よ
く
、
時
と
し
て
は
異
様
の
書
式
で
あ
る

方
が
よ
く
、
ま
た
そ
の
存
在
は
秘
密
の
な
か
に
埋
没
さ
れ
る
べ
き

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

L
　
「
維
新
内
外
事
情
質
問
録
、
侯
爵
嵯
峨
実
愛
談
話
筆
記
」
『

　
大
久
保
利
通
文
書
』
　
二
巻
、
三
一
頁
。

鉱
　
慶
応
三
年
十
月
二
日
付
、
長
州
藩
政
府
「
議
案
」
『
防
長
阿

　
天
史
』
、
九
巻
、
　
四
四
四
頁
。

a
　
慶
応
二
年
十
月
、
近
衛
忠
房
宛
大
久
保
利
通
書
翰
『
大
久
保

　
利
通
文
書
』
　
一
巻
、
　
四
二
六
頁
。

4。

c
応
三
年
五
月
十
二
日
（
カ
）
付
　
島
津
久
光
宛
西
郷
隆
盛

　
・
大
久
保
利
通
建
白
書

　
八
三
六
頁
。

臥
　
、
『
嵯
峨
実
愛
日
記
』

　
一
七
〇
頁
。

a
　
「
中
山
忠
能
手
記
」

『
大
西
郷
全
集
』
　
一
巻
、

慶
応
三
年
十
月
十
五
日
条
　
二
巻
、

慶
応
三
年
十
月
十
四
日
条
、
『
大
日

本
維
新
史
料
稿
本
』
所
収
。

牝
　
「
維
新
内
外
事
情
質
問
録
、
侯
爵
嵯
蛾
実
愛
談
話
筆
記
」

　
『
大
久
保
利
通
文
書
』
　
二
巻
、
　
三
〇
頁
。

＆
　
「
木
戸
孝
允
自
叙
」
　
『
松
菊
木
戸
公
伝
』
　
上
巻
、
八

　
入
一
五
頁
。

g
　
「
道
島
某
日
記
」
　
慶
応
三
年
八
月
六
日
条
、
『
大
久
保
利

　
侍
通
伝
』
　
　
中
巻
、
　
　
二
〇
⊥
ハ
頁
o

n
　
慶
応
三
年
九
月
二
八
日
付
、
島
津
久
光
・
忠
義
布
告
、
　
「
忠

　
義
公
史
料
」
『
維
新
史
』
　
四
巻
、
　
七
〇
〇
頁
。

n
　
慶
応
三
年
十
月
六
日
付
、
毛
利
敬
親
宛
山
田
十
之
丞
・
片
野

　
十
郎
建
白
書
『
防
長
回
天
史
』
　
九
巻
、
　
四
五
六
頁
。

鳩
　
慶
応
三
年
十
月
十
日
付
、
長
州
藩
庁
宛
広
沢
真
臣
書
翰
同
右
、

　
九
巻
、
　
四
六
四
頁
。

玲
　
慶
応
三
年
十
月
十
八
日
付
、
島
津
忠
義
親
書
同
右
、
九
巻
、

四
八
九
頁
。

四

　
大
政
奉
還
の
儀
式
が
中
央
政
局
に
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
以
前

に
も
ま
し
て
の
政
局
の
混
迷
で
あ
っ
た
。

「
大
政
」
を
奉
還
し
た
後
の
幕
府
は
、
名
目
的
で
は
あ
れ
中
央
政

府
と
し
て
の
行
動
は
と
れ
ず
、
朝
廷
は
「
大
政
」
担
当
の
意
欲
と

能
力
を
欠
き
、
上
洛
令
を
受
け
た
諸
候
の
ほ
と
ん
ど
は
た
だ
観
望
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し
、
状
況
は
混
迷
の
な
か
に
停
滞
し
て
し
ま
っ
た
。
薩
長
討
幕
派

は
か
か
る
状
況
の
な
か
で
、
新
た
な
る
討
幕
行
動
に
着
手
す
る
わ

け
で
あ
る
。

　
「
敦
れ
の
道
、
当
月
中
に
は
屹
度
、
三
藩
手
筈
を
合
し
、
断
然

策
無
之
て
は
、
決
て
王
政
復
古
の
御
実
行
は
相
挙
り
申
間
敷
奉
存

ロ
こ

候
」
と
こ
と
わ
り
な
が
ら
広
沢
真
臣
の
判
断
に
よ
れ
ぱ
、
　
「
当
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

延
期
は
還
て
大
幸
、
是
に
て
後
謀
も
別
て
相
締
り
可
申
奉
存
候
。
」

広
沢
の
い
う
「
大
幸
」
の
判
断
の
根
拠
が
、
討
幕
密
勅
降
下
に
関

係
し
て
い
る
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
討
幕
密
勅
は
、
討
幕

派
延
臣
と
薩
長
両
藩
の
行
動
を
拘
束
し
、
そ
の
な
か
で
薩
長
討
幕

派
の
指
導
力
は
よ
り
強
化
さ
れ
る
、
　
「
是
に
て
後
謀
も
別
て
相
締

り
可
申
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
討
幕
戦
略
そ
れ
自

体
が
巨
大
な
変
化
を
蒙
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
多
様
な

討
幕
戦
略
が
あ
り
う
る
わ
け
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
九
月
段
階
の
「
彼
の
意
表
に
出
て
一
挙
奪
玉
」
と
い
っ
た
討

幕
戦
略
よ
り
端
的
に
は
「
素
よ
り
勝
敗
は
予
期
す
べ
か
ら
ず
、
弊

国
（
薩
摩
藩
）
発
候
時
は
、
又
跡
を
継
候
藩
も
可
有
之
と
、
夫
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
3
）

見
詰
に
一
挙
動
仕
候
心
得
に
御
座
候
。
」
と
い
っ
た
遮
二
無
二
な

る
挙
兵
討
幕
戦
略
に
は
な
い
状
況
対
応
の
柔
軟
性
が
、
新
た
な
る

討
幕
戦
略
に
は
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
討
幕
派
の
指
導
力

の
強
化
は
、
討
幕
派
の
状
況
対
応
面
で
自
己
裁
量
範
囲
の
拡
大
．
と

し
た
が
っ
て
予
測
能
力
の
拡
大
を
も
た
ら
し
、
そ
の
こ
と
は
討
幕

戦
略
に
よ
り
、
多
く
の
柔
軟
性
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。　
薩
長
討
幕
派
は
、
　
「
此
一
挙
破
候
儀
に
候
は
～
、
芸
よ
り
始
め

合
従
の
意
を
以
て
、
追
々
手
を
付
、
順
逆
を
説
得
し
、
中
国
諸
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　

合
従
之
御
手
段
に
相
成
候
て
は
如
何
」
と
か
「
上
国
之
形
勢
に
よ

り
、
備
後
備
中
之
諸
藩
又
は
雲
州
等
、
大
義
を
以
て
御
同
様
に
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
　

諭
し
、
違
反
の
節
は
兵
馬
之
覚
悟
御
同
前
と
奉
存
候
事
」
と
か
の

あ
り
う
べ
き
好
ま
し
か
ら
ざ
る
方
針
と
し
て
の
中
国
諸
藩
連
合
論

を
構
想
し
つ
つ
、
討
幕
計
画
を
推
進
し
た
。
大
政
奉
還
後
の
一
種

の
権
力
真
空
は
、
薩
長
討
幕
派
の
武
力
上
洛
と
宮
中
ク
ー
デ
タ
ー

の
実
現
と
を
容
易
に
し
た
。
十
二
月
八
日
、
長
州
藩
の
全
面
復
権

が
承
認
さ
れ
、
つ
い
で
翌
九
日
、
王
政
復
古
の
ク
ー
デ
タ
ー
、
こ

こ
に
「
奪
玉
」
計
画
は
成
功
し
た
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
徳
川
氏
は

依
然
と
し
巨
大
な
勢
力
を
も
ち
つ
づ
け
て
お
り
、
公
議
政
体
派
と

よ
ば
れ
る
大
政
奉
還
運
動
の
担
い
手
と
そ
の
同
調
勢
力
は
、
徳
川

慶
喜
の
新
政
府
参
加
を
運
動
し
つ
～
げ
る
。
薩
長
討
幕
派
は
、
薩

藩
主
島
津
忠
義
の
支
持
を
と
り
つ
け
、
討
幕
派
延
臣
の
動
揺
を
抑

え
つ
＼
、
徳
川
慶
専
に
辞
官
・
納
地
を
要
求
し
、
政
治
的
緊
張
の

高
ま
る
明
治
元
年
一
月
三
日
、
鳥
羽
・
伏
見
に
徳
川
軍
と
の
戦
斗

を
開
始
し
た
。
こ
え
て
七
日
、
徳
川
慶
喜
追
討
令
が
下
っ
た
。
討

幕
密
勅
の
い
わ
ば
公
式
形
態
た
る
慶
喜
追
討
令
が
布
達
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
同
時
に
、
討
幕
密
勅
の
歴
史
的
使
命
が
了
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慶応三年十月の討幕派と討幕密勅

っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
討
幕
密
勅
は
、
密
勅
と
の
言
葉
で
形
容

さ
れ
る
に
相
応
し
く
、
幕
末
・
維
新
の
政
局
の
表
面
に
表
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
歴
史
史
料
に
繰
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で

あ
る
。

L
　
慶
応
三
年
十
月
十
日
付
　
長
州
藩
庁
宛
広
沢
真
臣
書
翰

　
『
防
長
回
天
史
』
　
九
巻
　
　
四
六
四
頁
。

鉱
　
同
　
右
。

3
。
　
「
柏
村
数
馬
日
記
」
　
慶
応
三
年
八
月
十
四
日
条
　
　
同
右

　
三
四
八
頁
。

塩
　
慶
応
三
年
十
月
三
日
付
、
長
州
藩
政
府
「
議
案
」
　
同
右
、

　
四
四
六
頁
。

臥
　
慶
応
三
年
十
一
月
一
日
付
、
長
州
安
芸
両
藩
協
商
事
項
　
同

右
、
　
四
八
〇
頁
。
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